
Cloud Education System (CES)

遠隔授業に必要なプログラミング環境や数学演習の自動採点の機能を提供します。

プログラミングの手引き

Cloud Education System サービス



Cloud Education System

ログイン後に、プログラミングを行いたい授業の

授業ポータルに移動します。
授業ポータルで、学習ツールのプログラミングを選択します。

プログラミング画面を開く①
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仮想マシンを起動します。
1分ほど待つと仮想マシンの準備ができますので、

JupyterLab Serverのリンクをクリックします。

プログラミング画面を開く②



Cloud Education System

新しいタブでJupyterLabの画面が開き、プログラミングの準備完了です。

プログラミング画面を開く③

※使用が終わったら、前ページの画面で仮想マシンをシャットダウンするようにしてください。
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ファイルの新規作成・アップロード
Jupyter Notebookファイル（拡張子ipynb）を新規作成する場合は、LauncherでNotebookの

使用するプログラミング言語のボタンをクリックします。

既存のファイル（授業ホームページからダウンロードしたipynbファイルなど）をアップロードする場合は、

上矢印ボタンをクリックしてファイルを選択します。

アップロードされたファイルは、ダブルクリックで開くことができます。
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ファイルのダウンロード・その他の操作
レポート課題の提出などのために作成したファイルのダウンロードが必要な時は、

ファイルを右クリックしてDownloadをクリックします。

右クリックメニューでは他にも

名前の変更（Rename）、

削除（Delete）、複製（Duplicate）、

新規フォルダの作成（New Folder）などが可能です。
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Notebookの構成
Jupyter Notebook（拡張子ipynb）は、プログラムのコードを

実行結果や説明文（Markdown）と一緒に保存できるファイル形式です。

Notebookの中身は複数のセルで構成され、選択中のセルは左側に青いバーが表示されます。

セルの種類にはCode、Markdown、Rawがあり、セルごとに変更することができます。

上のボタンでファイルの保存、セルの挿入、切り取りなどが可能です。

セルの種類の変更

ファイルの保存
セルの挿入

セルの切り取り
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コードの実行
コードのセルを選択した状態で、[Shift] + [Enter]でコードを実行します。

（[Ctrl] + [Enter]でも実行でき、その場合は実行後に下のセルに移動しません。）

実行結果はコードの真下に表示されます。エラーがあればその情報が表示されますので、確認しましょう。
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Markdownの書き方
Markdownは内容を入力後に、コードの実行と同様に[Shift]+[Enter]で結果を表示します。

再編集はセルをダブルクリックするとできます。

Markdownの書き方については、上の例の他に、必要に応じてWeb上の情報を参考にしてください。
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